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研究成果の概要（和文）：本研究で実施した学校への調査では、わが国の学校教育現場には、スティグマ（負の
烙印）をはじめとしたLGBTQの子ども達を抑圧する構造が存在し、これらが当事者のパワーの減退につながって
いることが示された。加えて、当事者への調査では、パワーの減退及びエンパワーにつながる具体的な要因を抽
出することができた。
ソーシャルワークの専門的価値基盤である人権、社会正義、多様性の尊重の観点から、これらの環境改善には学
校ソーシャルワーク実践が必要であることを明らかにした。また、とりわけパワーの減退についてはエンパワメ
ント理論の導入が有効であると考え、エンパワメント視点に基づく学校ソーシャルワーク実践モデルを示した。

研究成果の概要（英文）：A survey of schools conducted in this study showed that school education 
sites in Japan have structures that suppress LGBTQ children, including stigmas, which leads to a 
decline in the power of the parties concerned．In addition, a survey of the parties was able to 
identify specific factors leading to power decline and empowerment.
From the perspective of respecting human rights, social justice, and diversity, which are the 
foundations of social work's professional values, it was clarified that school social work practices
 are necessary to improve these environments．In addition, we considered that the introduction of 
empowerment theory would be effective for the decline in power, and presented a school social work 
practice model based on the empowerment perspective.

研究分野： 学校ソーシャルワーク

キーワード： LGBTQ　学校ソーシャルワーク 　エンパワメント　パワー

  ４版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、学校教育現場においてもLGBTQへの関心が高まりつつある。しかし、学校教育現場における支援担当者に
ついて、各学校において学級担任や管理職を始めとして、養護教諭、スクールカウンセラーなどの教職員が協力
して、当事者の心情に十分配慮した対応をしていくことが謳われており、この支援の視点はLGBTQをメンタルヘ
ルスの観点から捉えている傾向が見られていた。
本研究により、LGBTQの子どもたちへの学校ソーシャルワーク実践モデルを示したことにより、LGBTQの子どもた
ちの人権の回復及びエンパワメントにつながる支援方法を提供することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

LGBTQ＋をはじめとした多様な性の当事者はいじめの被害や自殺念慮などが高率であることが

指摘されている。これらの予防や未然防止においては、学校教育環境における子どもたちや教職

員による無理解や偏見などへの取り組みとともに、LGBTQ 当事者への直接支援が不可欠である。 

そこで、文部科学省は 2010（平成 22）年度に「児童生徒が抱える問題に対しての教育相談の徹

底について（通知）」を、2014（平成 26）年度には、「学校における性同一性障害に係る対応に関

する状況調査について」を発出している。しかし、各学校において学級担任や管理職を始めとし

て、養護教諭（学校保健）、スクールカウンセラー（臨床心理学）など教職員が協力して、児童

生徒の心情に十分配慮した対応をしていくことが謳われており、この支援の視点は LGBTQ＋をメ

ンタルヘルスの観点から捉えている傾向が見られる。 

他方、先行している北米では、人権配慮の視点からスクールソーシャルワーカー（以下「SSW」

と記す）が中心となり LGBTQ＋の子どもたちを支援している。今後、わが国の学校教育現場にお

いても、人権配慮の視点から LGBTQ＋の子どもたちへの学校支援が求められるといえる。そして、

その支援に際しては SSW による役割が重要となってくる。しかし、我が国において LGBTQ＋に対

応した学校ソーシャルワークに関する研究はなされていない。本研究は、本分野での開拓的・先

駆的研究である。 

 
２．研究の目的 

本研究の目的は、わが国の学校教育環境における LGBTQ＋をはじめとした多様なセクシュアリ

ティの子どもたちへの学校ソーシャルワークの必要性を示し、有効な実践モデルを検討してい

くことにある。この研究目標を達するために、以下の五点について研究を行う。（１）わが国に

おいて LGBTQ の子ども達を取り巻く環境を明らかにする、（２）学校教育環境における支援の実

態と課題を示す、（３）当事者が実際に学校教育環境においてどのような困難を抱えていたのか

を示す、（４）学校ソーシャルワークの必要性を検討する、（５）有効な支援モデルを検討する． 

 
３．研究の方法 
（１）先行研究の文献調査 
 わが国の LGBTQ＋の子どもに関する先行研究の動向を整理した。また、海外の LGBTQ＋の子供
への学校ソーシャルワークに関する研究を整理した。 

（２）学校における LGBTQ の子どもへの支援状況に関する全国調査 

国内の小・中・高校における LGBTQ＋の子どもたちへの支援状況を把握するために、量的調

査を行った。調査時期は平成 29年 6月～7月である．対象は養護教諭とし、無作為に抽出した

3000 校（小、中、高校 1000 校ずつ）に質問紙調査を実施し、支援状況を検討した。分析につ

いては、SPSS 24.0 および SPSS Text Analytics を使用し、統計的処理を行った。 

（３）当事者へのインタビュー調査 

当事者の支援のニーズを把握するために、インタビューによる質的調査を行った。すでに成

人している LGBTQ 当事者 12名を対象とし、学齢時期においてどのような支援が必要であったか

について調査した。時期は平成29年 7 月～11月である。データ分析は，Nvivoを活用した内容

分析を行い当事者のニーズを検討した。 

（４）学校ソーシャルワークの必要性に関して検討 

 量的・質的調査の結果を踏まえ、わが国での学校ソーシャルワークの必要性に関して検討す

る。 

（５）わが国における LGBTQ の子どもたちへの学校ソーシャルワーク実践モデルの作成 

エンパワメント視点を基盤とした学校ソーシャルワーク実践モデルを開発した。 
 
 
 
４．研究成果 



 
（１）先行研究の検討 

わが国において、LGBTQ＋の子ども達の支援に関する先行研究は多くない。ここでは支援を広

くとらえ、次の四領域について先行研究を検討した。第一に精神医学に関する領域、第二に心理

的支援に関する領域、第三に人権に関する領域、第四に学校教育に関する領域と分類しその動向

と到達点を整理した。先行研究の課題から、LGBTQ＋の子どもたちを取り巻く学校教育環境の整

備は極めて重要な課題であることが示された。これらを踏まえると個と環境の交互作用に働き

かける学校ソーシャルワークの使命は大きなものと考えられたが、わが国において社会福祉分

野での LGBTQ＋研究は皆無であり、学校ソーシャルワークに関する支援研究は全く行われていな

い実態があった。他方、LGBTQ の子どもたちが安全な環境下にないことに対して、北米では学校

におけるソーシャルワークに関する研究も行われていた。また、文化背景の近い台湾には実際に

視察に行った（本来は東アジアを対象とし、韓国等にも視察に行く予定であったが、COVID19の

影響で断念し文献研究にとどめた）。その結果、東アジアにおいても、LGBTQ＋の子どもたちへの

学校ソーシャルワークの実践は体系的に実施されていない状況が明らかとなった。本研究はこ

の課題に対して、開拓的先駆的に取り組む研究であると考えた。  

 

（２）学校における LGBTQ の子どもへの支援状況に関する全国調査 

 回答は高等学校が最も多く 294名（35.5％）、次いで小学校が 277 名（33.5）％、中学校が 295

名（30.7％）であった。本文中において以下の項目の調査結果について明記している。 

 ・LGBTQ に関して養護教諭自身が取り組んでいる内容 

 ・所属する学校での LGBTQ に関する教員研修の実施状況 

 ・LGBTQ（と思われる）の子どもからの相談受理経験とその内容 

 ・相談に対して実際に行われた支援内容 

 ・所属する学校の LGBTQ への理解状況とその理由 

 ・今後, 学校教育現場に求められる支援 

子どもたちは学校生活の諸場面や心理面、恋愛や異性への感情に関することを多く相談して

おり、学校教育現場では相談内容に対して個別的に対応していることが明らかになった。また、

養護教諭は物理的な配慮に止まらず校内の体制づくりや教職員の理解促進・意識統一が必要で

あると考えていた。 

加えて、学校教育現場にはスティグマをはじめとした子ども達を抑圧する構造が存在し，これ

らがパワーの減退につながっていることを示した（図１）。また学校教育現場の課題として、①

早期支援が行われていない、②学校教育現場は当事者にとって相談しやすい環境にない、③養護

教諭は学校全体への働きかけを積極的にできていないことを明らかとした。 

 

図１.LGBTQ＋の子どもたちのパワーの減退をもたらす構図 
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これらの解決においては「個と環境の交互作用」に働きかけていくことが重要であり、スクー

ルソーシャルワーカーの活用の可能性について示した。ソーシャルワークの専門的価値基盤で

ある人権、社会正義、多様性の尊重の観点から学校ソーシャルワーク実践が必要であり，とりわ

けパワーの減退についてはエンパワメント理論の導入が有効であると考えられた。 

 

（３）当事者へのインタビュー調査 

調査協力者 12名のセクシュアリティに関しては、トランスジェンダーやノンセクシュアルな

ど性自認に関するものが 7 名（58.3％）、ゲイ・レズビアン・バイセクシュアルなど性的指向に

関するものが 5 名（41.7％）であった． 

 インタビュー調査の分析の結果，学校教育環境に介在する,LGBTQ の子ども達のパワーの減退

につながる五つの要因（【LGBTQ に不寛容な仕組み】【ショックな出来事】【他者の無理解な言

動】【居場所が無い】【否定的な自己イメージ】）とエンパワーを促す四つの要因（【LGBTQ に寛

容な仕組み】【居場所の存在】【他者の受容的な態度】【肯定的な自己イメージ】）とその構造が

明らかになった． 

子どもたちのエンパワメントに関与していくSSW は，これらのパワーの減退のプロセスを理解

した上で，これらを取り除いていく働きかけを行っていくことが望ましいと考えた。 

 

 

（４）学校ソーシャルワークの必要性に関して検討 

量的調査及び質的調査において，わが国の学校教育環境は LGBTQ＋の子どもたちにとってパワ

ーの欠如（powerlessness）へとつながりやすい環境であることが示された。また、この状況か

ら回復しパワーを増強していくことが望まれる。つまり、エンパワメント（empowerment）が行

われていくことが重要である。ソーシャルワーカーが社会正義を価値基盤にする専門職である

ことを鑑みると、LGBTQ＋の子ども達が権利を奪われ抑圧されている状況に対して，支援を行な

っていくことは責務であると考えられる。とりわけ、エンパワメントは、人種、年齢、民族、性

別、障害、性的指向を理由として権利を奪われた人々のような、弱い立場にあり社会的に脆弱な

集団と協働する際のストラテジーであり、同時に目標となるとされる。従って、わが国の学校教

育現場における環境の改善においては、エンパワメント視点でソーシャルワーク実践を行なっ

ていくことが望ましいと考える。 本研究では，エンパワメントを「人びとが自分たちの生活状

況を改善するために必要な，個人的，対人的，政治的パワーを高めるプロセス」（Gutierrez）と

定義し、その必要性について検討した． 

 学校には多様なパワーが存在し，これらのパワーの働きかけの方向性によって，当事者のエ

ンパワーを促したりや，パワーの欠如につながっていると考えられる．この関係を示したもの

が，図 2 である． 

 
図２．LGBTQ＋の子どもたちを取り巻くパワーの関係図 
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（５）わが国における LGBTQ の子どもたちへの学校ソーシャルワーク実践モデルの作成 

エンパワメント実践の過程におけるソーシャルワーカーの役割について Gutierrezらは「個人

が自分の状況を変える能力を開発するための支援をすること」としている。つまり、ソーシャル

ワーカーは、パワーの欠如し権利を奪われ抑圧された人々と協働することが主たる任務である。  

これらの活動は、クライエントと協働的に行われるものである。わが国の学校教育環境におけ

る支援課題と照らし合わせ検討されたSSW の役割を次に示す。 

①学校教育現場において LGBTQ＋の子ども達のアドボカシーを行う実践者としての役割 

②子ども達が相談しやすい環境を作る実践者としての役割 

③子ども達の居場所づくりを行う実践者としての役割 

④学校内外の支援体制を構築する実践者としての役割 

⑤教員に対する支援を行う実践者としての役割 

わが国における LGBTQ＋の子どもへの学校ソーシャルワーク実践においては、①環境に働きかける

こと、②当事者のストレングスを活用すること、③異文化に対応する能力が重要であると考えている。加

えて、SSW に必要な具体的な知識や技術、態度などの専門性を本文に明らかにしている。SSW はこれ

らの技術や知識・専門性を備えておくことが望ましい． 

 これらの役割や基本的技術を前提とし、SSW は本研究で明らかとなったパワーの減退のプロセスを理

解した上で、これらを取り除いていく働きかけを行っていくことが必要である。加えて、エンパワーをもた

らす要因が促進されるような環境を作っていく必要がある。そこで、SSW の価値基盤である子どもの人権

と社会正義、多様性の尊重に基づき検討した支援内容を表１に示した．なお表は，Gutierrez ら（1998）

が示すエンパワメント実践における基本的な問題解決のための活動を参考に検討した．  

 

 

 
表１．エンパワメント視点に基づく学校ソーシャルワーク実践モデル 

 

【参考文献の一部】 

Gutierrez, L.M. (1990) Working with women of color: An empowerment perspective. Social 

Work,35(2),149-153. 

Gutierrez, L.M. ＆ Ortega ,R.(1991) Developing methods to empower Lations : The importance 
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